

































































































































































































Ａ Ｂ Ｃ ， Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 』 Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ ０ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ 合濫 平均値
￣￣ﾆﾀと二二已凹〃 3５ 4２ 4２ 5０ 4０ 3５ 5４ 4９ 4７ 4６ 5８ 6５ 6４ 4３ 7６ 5４ 8０ 5２ 3７ 2６ 995
－－￣苣民へ、Ｔ■〃 1６ 2３ 2５ 3２ 1６ 1２ 3９ ４９ 3８ 3２ 4７ 5３ 2４ 4２ 2６ ３１ 6９ 4８ 3７ ８ 667
□面一氏~、￣〃 1３ ９ 1１ 2９ ７ 1２ 1５ 2８ 3２ 2１ 2７ 4０ 2１ 1５ 1０ 2６ 2８ ３ ３ ４ 354






























































































































































































































































































































Ａ Ｂ Ｃ ， Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 』 Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ ０ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ 合愚 平均値
ニニエタと呉具、四Ｊ 2７ 2６ 3４ 3４ ３１ 3８ 5７ 3３ 5３
■■
3９ 6３ 5７ 4９ 5５ 5８ 4２ 6４ 4６ ３１ ８ 845
兵＝伊哩玩八、四〃 1７ 2３ 2３ 、２７ 1７ 3３ 4４ 2６ 5０ 2８ 5２ 4６ 2８ 5３ 3０ 2８ 6０ 3９ 2０ ８ 652
画工＝宍呈已直〃 1６ 1５ 2３ 2０ 1０ 2５ 1８ 1９ 4１ 2０ 4９ 4２ 1８ 3９ 1６ 2５ 6０ 3５ ７ ７ 505
■面－，￣、〃Ｕ〃 94.1 6５ 100 9１ 58.8 75.8 40.9 7３ 77.4 7１ 94.2 91.3 64.2 73.6 5３ 8９５３ 100 9０ 3５ 8８ 77.5監査
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表4)Ｓ月の監査結果からの病棟の取り組み
監査に慣れてしまっているところがある｡監査結果をもとに記録がよくなっていることを感じとれるように監査の意味をもう一度おさえていく必要がある
自己監査を継続するにあたり、自己監査にとらわれず､監査曰にあたったスタッフが現在の問題でよいのかを評価していきたい｡退院時監査も同様で行う。
入院時､監査用紙のはさみこみを徹底する｡監査用紙は｢退院時｣が記入されるまで､綴じずに記録係りに提出する。
看護記録の記載欄を周知し､記入もれ､サインもれがないように声かけしていく。
退院時監査率が低かったので､退院が決まった時点で受け持ち看護師が退院時監査を行うことを徹底する。
現状のままで
監査用紙がはさまったままで､なかなか監査されない場合が多く､定期的なチェックとスタッフへの声かけが必要。
受け持ち看護師が監査を行うことで､受け持ちの意識が高まっていると評価できるので､監査時期に受け持ち看護師自身が行うことを継続したい。
積極的に受け持ち看護師としての役割を責任もてるようにしなければならない。
声かけを徹底すること｡退院時は簡単なショートサマリーを書くことにしているため､評価は十分にされている。
監査することはできている｡患者さまの病棟に滞在する日数が少ないことで､患者･家族とともに立案することができず､一方的になっているところがあり､改善していく必要がある。
委員からの働きかけが積極的に行わなかったことが一因あると思う。
入院診療計画書などを渡すときに看護計画をわかりやすい言葉で伝えることができれば､④の項目はＯという基準を設けた。
④の監査を行うこと自体､看護師全体の意識向上につながった｡同意を得る基準を検討中。
説明を行い､手術や治療のオリエンテーションを行った時点で､「Ｏ｣という基準をもうけた。
早急に受け持ち看護師が退院時評価･監査を行えるように掲示した。］四つ
ｓ)11月の監査結果からの評価と今後の課題
④は入院診療計画書を使用しての説明が定着してきた｡看護問題の変更や追加時の説明が＋分でないという理由からレ点とした監査者もいる。
医師の方針が｢カルテより｣ということで､情報収集しているため､問題ﾘｽﾄに記載することができなかったことがことが上昇しなかった要因と考える。
監査用紙のはさみこみを徹底したことで､監査用紙の未記入がへった｡退院時に受け持ち看護師がいない場合､記録を保管し､監査表を記入した後､つづるようにした
未記入のまま監査されることはなかった｡④は監査者の判断が難しく､監査率を上げられないのではないか
委員の声かけや働きかけで監査を行う意識が高まった。
監査時に評価･記載徹底を声かけたのが監査率を上昇させた｡退院時サマリーを記入しているので､評価も上昇した。
病棟で､監査の基準を明文化し､受け持ちを徹底することで､監査の結果はよくなった。
前回の監査後に伝達講習を行ったり､問題ﾘｽﾄファイルを作成し､意識づけたのがよかった。
入院診療計画書やクリニカルパスの使用で､監査率は上がった。
病棟での④での取り決めを行ってから､監査率は上昇した｡全体として監査率が上昇したのは､各々が自覚し､意識をもって自己監査に取り組んだからと考える。
病棟会議での呼びかけや記録係が監査の未実施者に呼びかけたことが結果を上昇させた。
軽症OPの患者の退院時の目標を立てなかったので､レ点となりやすかった。
病棟会議で監査結果の報告を行い､監査の呼びかけを行った｡記録係のなかから意識づけを行ってきた。
